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要 旨 

 

目的： COVID-19パンデミックにおける飲酒量変化および多量飲酒の割合と背景因子を検討した。 

方法：2011-2015年 Canadian Longitudinal Study on Aging（CLSA）ベースライン調査に参加し

たカナダ在住一般市民男女（45-85歳）51,338人のうち、2020年 COVID-19調査に参加した 24,114

人を対象とした。主要評価項目は、2020年の質問票に基づく飲酒量変化および多量飲酒とした。飲

酒者にパンデミック（2020年 3月）以降の飲酒量変化について尋ね、「変化なし」「変化あり（増加

または減少）」に分類した。また、一回 5杯（女性は 4杯）以上の飲酒頻度について尋ね、月 1回以

上（常連）または月 1回未満（時々）を多量飲酒者とした。ベースライン調査または COVID-19調

査より、対象者背景（年齢、性別、学歴、収入、地域、居住人数など）、メンタルヘルス（うつ、不

安、孤独など）、および大麻使用などの背景因子について尋ねた。背景因子と飲酒量変化および多量

飲酒との関連について、ロジスティック回帰分析により多変量調整オッズ比（OR）および 95％信

頼区間(CI)を算出した。 

結果：パンデミック以降に飲酒量が変化した者は 26.3%（増加 13.0%、減少 13.3%）であった。多

量飲酒者は 27.9%（常連 16.7%、時々11.2%）であった。飲酒量変化 OR は、若年（65 歳未満

OR[95%CI]: 1.44[1.31-1.59] vs. 75歳以上）、高所得、大麻使用、抑うつおよび不安で有意に高く、

これらの OR はいずれも飲酒量減少より増加で高かった。多量飲酒 ORは、男性、若年、高所得、

大麻使用および抑うつで有意に高かった。 

結論：飲酒量の増加や多量飲酒の背景には、若年、高所得、大麻使用、精神状態の悪化などの因子

があった。この情報は、パンデミック時にリスクを持つ者のスクリーニングや介入法を方向付ける

のに役立つ可能性がある。   


